






資源状態

一般的に、本種のような単年性のいか資源は、毎年新たに
加入が決まることから大きな年変動をする傾向を持つ。本水
域でも個々の資源は年により大きく変動していた。2014 年
までの各国による総漁獲量で見ると、20 年間の年平均及び
最近 5 年間の漁獲量はそれぞれ 7.5 万トン、4.7 万トンであ
ることから、本資源は現状では減少傾向にあると示唆される。

いか釣り船は、その年に豊度が最も高い漁場で集中操業す
るため、その主要漁場は毎年のように変化する。また前述の
ように、ニュージーランド海域のスルメイカ類の資源は複雑
でいくつもの単位からなっていることもあり、いか釣り船の
CPUE（操業船 1 日当たりの漁獲量）の傾向は、かなりの年
変動を示した（図 6）。同海域におけるトロール漁業は、目
的とする魚種の変更等の影響で必ずしも CPUE が資源水準の
変動を的確に反映しているわけではないことから、本種の資
源量を推定するには本海域で操業するいか釣り船の CPUE を
用いることが妥当であると考えられる。

2015 年までの我が国のいか釣り船の CPUE を見る限り、

過去 10 年間の漁獲量は、各漁船 1 日あたり 2 ～ 11 トン前
後（平均 5.1 トン）であり、漁獲成績報告集計による 2015
年の CPUE は 1.6 トン / 日で低い値であったが、2015 年は
4.6 トンとなった。1987 年から 2015 年までの我が国いか
釣り船の CPUE データを見て、最大値（2012 年）の 11.1
トン / 日と最小値（2014 年）の 1.6 トン / 日の間を 3 分割
して上から高位（7.9 トン / 日以上）、中位（CPUE が 4.8 ～
7.9 トン / 日）、低位（CPUE が 4.8 トン / 日以下）という基
準で評価すると、2015 年（2015 年 1 月から 2015 年 5 月）
漁期の資源水準は低位であったと判断できる。また、本資源
の総漁獲量ベースで見ると、2013 年の各国による本資源の
総漁獲量は約 3.9 万トンで 2004 年以降低迷しており、減少
傾向が続いていることから、本種の資源は低位、減少傾向に
あるとみられる。しかし、2016 年（2015 年 10 月 1 日～
2016 年 9 月 30 日）の NZ 水域の水揚げ数量を見ると 4.3
万トンとなっており（Ministry for Primary Industries -NZ 
Fisheries Info 2016）、本資源の回復の兆しもみられる。

管理方策

ニュージーランド政府によって 1978 年に 200 海里水域
が施行され、本海域の NZ スルメ類の資源も同国政府の管轄
下に入り、1987 年から漁獲割当制度（QMS）を設けて管理
が始まった。当初において、同政府はトロール漁業を漁獲量
規制する一方で、いか釣り漁業に対しては努力量規制（隻
数）で管理していた。しかし、同じ資源に異なる管理法策を
用いるという矛盾から、現在ではいか釣り漁業にも漁獲量規
制を実施している。これはトロール漁業には混獲問題があり、
努力量による規制が適用できないためである。現在、NZ ス
ルメ類資源は北側の SQU 10T ストック、東西の SQU 1J と
SQU 1T ストック及び南のオークランド諸島の SQU6T ストッ
クに区分されており（図 7）、それぞれに対して商業漁獲可
能量（TACC）が決められている。近年では、CPUE 標準化
を基にした、資源のモデル（depletion model）を用いて、オー
クランド島周辺の本種資源動態を再現しているが（McGregor 
and Large 2015）、イカ類のような単年性の生物では、ス
トックを維持するための MSY を推定することは不可能であ
り、その必要もない。現在の漁獲量及び努力量データから漁
期前や漁期中に利用可能な資源量を見積もることは不可能で、

表 2. NZ スルメ類 2 種の日齢と外套長

図 6. ニュージーランド海域における日本のトロール船の CPUE（ト
ン / 時間）及びいか釣り船の CPUE（トン / 日）の経年変化 2002
年（2001/02 年）漁期にはいか釣り船は出漁しなかった。

図 5. オーストラリアスルメイカ（上）及びニュージーランドスル
メイカ（下）の成長（Uozumi et al . 1995 より）
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漁獲の規模から見ると将来の加入量や資源量に影響を与える
ことはないと考えられている。このため、本資源に対する
TACC のセットはここ 10 年の間に大きな変化はない（図 8）。
これらの TACC に基づき配分される個別譲渡可能漁獲割当量

（ITQ）は、DWG（Deepwater Group Limited）によって管理
されている。安全率を見込んだ管理を行っていることから、
NZ スルメ類資源への漁獲の影響は問題となっていない。た
だし、南部海域のオークランド諸島における SQU6T ストッ
クは、雑魚の混獲が少ないイカ狙いのトロール操業が中心
となる。しかし、トロール操業によってこの諸島海域に生
息しているニュージーランドアシカ（Phocarctos hookeri）
の混獲死亡が発生するため、1993 ～ 2004 年までの間に
ニュージーランドの漁業省と環境省は、毎年その死亡を制限
するための混獲数の限度を 60 ～ 70 頭に設定していた。近
年になってイカの資源量が増加したことを受け、2004 ～
2006 年には 115 ～ 150 頭に増やしたが、2006 年以降は
68 ～ 113 頭と毎年ごとに設定されている。2013 年の報
告（Ministry for Primary Industries - Aquatic Environment 
and Biodiversity Report）によると 2010 ～ 2011 年漁期は
実際の混獲数は 56 頭 / 年と推定され、近年では制限頭数を
超えて混獲されることはなかった。また、同海域における
イカトロール船の操業は、アシカの混獲を減らす混獲防止
装置（SLED；Sea Lion Exclusion Device）の装着が義務づけ

られ、これにより混獲死亡数が減少している（Thompson et 
al . 2010）。
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ニュージーランドスルメイカ類（ニュージーランド海域）の
資源の現況（要約表）

資 源 水 準 低　位

資 源 動 向 減　少

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）
（FAO 統計）

2.3 万～ 6.0 万トン
最近（2014）年：2.4 万トン
平均：4.7 万トン

（2010 ～ 2014 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）
（FAO 統計）

856 ～ 1,789 トン
最近（2014）年：920 トン
平均：1,322 トン

（2010 ～ 2014 年）

管 理 目 標
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド EEZ 内 の
TACC：12.7 万トン

（2015/16 漁期）

資 源 の 状 態 推定できず

管 理 措 置 4 ストックに分けて、それぞれに
TACC を決定

管理機関・関係機関 資源管理：DWG が ITQ を管理
資源評価：ニュージーランド政府

最新の資源評価年 －

次回の資源評価年 －

Foreign+Charter+Vessels/default.htm （2016 年 10 月 20
日）
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